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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

支 援 対 策 内　　　容

防災ベッド等
設置促進事業

( 購入・設置費 30 万円前後～ )

※参考例　　　　　　　　
　  木質耐震シェルター設置の
　場合は、個人負担は２万円

◆対象となる費用　
　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅で、耐震診断で安全性が低いと診断された
　戸建住宅での、防災ベッドや、木質耐震シェルター設置費の補助

◆補助額　上限 25 万円（購入・設置費相当額まで）
　※簡易耐震診断が必要となります
　※条件で補助額が異なる場合があります

住宅建替補助

◆対象となる費用　昭和 56 年５月以前着工の住宅で、耐震診断で
　安全性が低いと診断された戸建住宅を安全な住宅に建て替える場合

◆補助額　100 万円　※簡易耐震診断が必要となります
　※住宅除却後の補助金申請は受付けできません
　※予定件数に達し次第、受付終了となります

簡易耐震診断 ( 無料 )
市が派遣した登録診断員が住宅の耐震性を評価します。
◆対象住宅　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅

住宅耐震改修
計画策定費補助

◆補助率等　補助率２/ ３、補助限度額 20 万円

住宅耐震改修
工事費補助

◆補助率等　補助率１/ ３、補助限度額 100 万円
　※ 南あわじ市から補助金が加算される場合があります（最大 30 万円）

部分型耐震化補助
・簡易耐震改修工事費補助
・シェルター型工事費補助
・屋根軽量化工事費補助

◆対象となる費用　
　安価で簡易な手段により人命を保護する対策としての費用

◆補助額　50 万円（定額）

ひょうご住まいの耐震改修促進事業

お手軽な地震対策 ！！   25万円を上限に補助
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　地震による住宅の倒壊から生命を守るため、
安全な空間を比較的安くて簡単に確保できる

防災ベッド や 木質耐震シェルター の
購入・設置にかかる費用の一部を助成します。
　各メニューにより対象となる条件が異なります。

　また、予定件数に達し次第、受付終了となります。

　設置等を検討される人は、都市計画課（市
役所本館２館）へご相談ください。

問都市計画課☎43-5227   　問兵庫県建築指導課☎078-362-4340

防災ベッドとは・・・
　金属製のフレームなどでベッドの上部を覆
い、ベッド内の人を保護し就寝中の安全などを
確保するものです。

木質耐震シェルターとは・・・
　住宅内の一部に木材等で強固な箱型の空間

（シェルター）を作り、安全を確保するものです。

●全国すべての事業所・企業が対象となります。
●調査票は、５月中旬からお届けします。

●調査票が届きましたら「調査票の記入のしかた」

　をご覧の上、漏れなくご記入をお願いします。

総務省・経済産業省・兵庫県・南あわじ市

６月１日
平成 28 年

ぜひ、インターネットで

ご回答ください。

調査へのご協力を

よろしくお願いします。

あわじ花と緑のコンクール作品募集
◆対 象 者　島内で四季折々の花と緑を大切に育てて
　　　　　  いる個人、家族、グループ、団体
◆応募締切　８月 12 日（金）
◆審査部門　❶家庭・ガーデニング❷学校・学園　　
　　　　　　❸職域・事業所・その他❹コミュニティ
◆応募用紙　当協会ＨＰよりダウンロード可
　　　　　　http://www.kuniumi.or.jp/
問淡路島くにうみ協会☎ 24-2001

■震災時、建物が崩壊しても命は守ろうと、南あわじ市では平成 27
年度より防災ベッド等の設置費用を補助しています。
　阿万の石井さんは、市の補助制度を活用して、実際に防災ベッド
を導入されました。石井さんは「地震に対して危機感を持っていた
のと、木造の家が古くなっていて地震が来たら心配だった。ちょう
ど市の防災ベッドの助成制度があることを知って、市の担当者と相
談して購入した。自分で組み立てることも出来て、組み立てていても、
なかなかしっかりしたベッドだと思った。導入して、安心できるよ
うになった」と話しています。 ▲防災ベッドを導入された石井さん

問秘書課☎ 43-5204

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078


